
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

英語 Lesson 6 The 3Rs in Germany and Japan」（Total English Book 2） 

参会者アンケートから  研究会のあり方・全体的な感想 

平成２９年度 授業エキスパートを目指す授業研究会 平成２９年１１月８日（水） 

○雰囲気づくりがとても上手だった。スピー 

 チ活動の合図「３，２，１Action!」などは 

 メリハリがつきとても参考になった。    

○授業計画（５０分・単元）の立て方につい  

 て参考になる点が多くあった。 

○スピーチのポイント等大変勉強になった。 

○苦手意識のある生徒に対して、どうケアし  

 ていくかについて、意見を聞くことができ 

 て参考になった。           

○「生徒に身に付けさせたい力」とそれに向  

 けた手立てが明確でとても勉強になった。

（特に帯活動の扱いや生徒の意欲喚起の部 

 分）ワークシートも参考にしたいと思う。

○スピーチであっても相手とのコミュニケー 

 ションの場であることをあらためて感じる 

 ことができる授業であった。観ているこち 

 らも笑顔になれる授業であった。 

   

  

 

 

導入の挨拶から話をひろげて生徒に英語を聞かせる。 言葉かけを通して、生徒同士をつなぐ。 

自らのレベルを選択し、ステップアップしていく音読活動

聞き手は反応しながら音読し合う。 

相づち、質問、プラス１などを用いて、 

90秒間話し続ける。 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

                           

 

 

 

 

 

  

 

 

 

                           

 

      

 

 

 

 

 

 

                                 

○output の意味、会話でのリアクションのバ 

 リエーションを学ぶことができた。    

○スピーチ活動をやりとりとつなげていく方 

 法を見せていただき、大変勉強になった。

○会話活動のあとに書く活動を行っており、 

 表現の定着を図っていた。      

○よい聞き手を育てるがよい発表につながる 

 ことがわかった。１文１文ポーズを置き、 

 相づちや質問することで話し手にとっても 

 聞き手にとってもよいスピーチになるのだ 

 なということで、授業ではそのように指導  

 していこうと思う。            

○中学校の先生方の御意見を聴けてとてもよ 

 かった。外国語の教科化に向けて、小学校 

 の先生も積極的に中学校の授業を観に来る 

 必要があると思った。          

○校種に関係なく協議ができたこと、他の班 

 の発表を聴き意見を共有することができた 

 ことが純粋に嬉しかった。         

○帯活動の中に話す活動を取り入れること、 

 それに書くことを連動させていることが参  

 考になった。               

○スピーチを作る活動を単元の終わりにもっ 

 ってくるのではなくLesson を学習しなが 

 らスピーチを作っていく視点は新鮮であっ 

 た。                   

○話す、聞く活動は外国語活動でも中心に行 

 っているので、相づちを打ちながらコミュ 

 ニケーションをとる方法を持ち帰って実際 

 に行ってみようと思う。         

○中学校の先生方のふだんの授業づくりのポ 

 イントを学ばせていただけた。小学校から 

 中学校へのつながりもより意識してこれか 

 ら授業を行おうと思う。 

 

 

 

 

 
 

  話した内容を４文以上で書く。              

（SpeakingからWritingへの橋渡し） 

友達にスピーチを聞き、質問したりコメントしたり    

するなど、よりよいスピーチになるよう聞き合う。 

 授業者への質問が、協議をさらに深める。 

 

 グループの代表者による発表  授業分析表 


